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引き続き感染症の流行に注意！！ 
 

本校でも、６月からインフルエンザ・新型コロナウィルス感染者が多くみられ、今後も注意が必要です。 

これから暑さが本格的になり、熱中症になりやすい時期にもなります。引き続き感染症及び熱中症対策を行っ

てください。 

 

【インフルエンザの出席停止期間】 

⇒発症後、5日を経過し、かつ解熱後2日を経過するまで 

 

【新型コロナウイルスの出席停止期間】 

⇒発症後、5日を経過し、かつ症状が軽快した後 1日を経過するまで 
＊「症状が軽快」とは解熱剤を使用せずに解熱し、呼吸器症状が改善傾向にあることを指す。 

＊登校しても発症後、10日間はマスクの着用を推奨します。ご協力お願いします 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校で予防すべき感染症には 

決められた出席停止期間があります。 

十分な療養と集団感染を防ぐため 

にもしっかりと守ってください。 

□ 体温測定を行う等、自分の健康状態を確認する。 
  体調が悪い時は熱中症を引き起こす可能性が高くなるので、無理して活動しないこと。 

 

＊高熱や倦怠感・寒気・急性呼吸器症状（鼻水・のどの痛み・咳）の症状が強い場合は、無理 

して登校せず早目に医療機関を受診するようにしてください。 

 

□エアコン使用時もこまめに換気を行うこと。手洗い・手指消毒も忘れずに。 

 

□咳エチケットを守る 

咳・くしゃみ等の症状がある場合はマスクを着用しましょう 
 

□のどが渇く前に水分補給をこまめに行うこと。 
・大量に汗をかいたら、スポーツ飲料などで塩分も補給 

・運動を始める前に水分補給。運動時は30分に1回。 

□十分に休養をとり、体力や体の抵抗力を高めるためにバランスの良い食事をする。 

 

                                             

  

 



 

『虫刺され』について 
 

皮ふに関する健康トラブルが何かと多いこの時季。あせもや日焼けなども対策が必要ですが、なかでも注意

が必要なものとしてあげられるのが『虫刺され』です。虫刺され対策の第一は刺されないようにすること。虫が

多い場所に出かける際には、長袖・長ズボン、帽子、首にタオルを巻くなどの対策を。また虫よけスプレー等も有

効です。 

もし刺されてしまったら、患部をむやみにさわったり、かいたりしないことも大切。「虫刺され」をひっかいて

いるうちに細菌感染を起こすこともあるため、注意が必要です。 

症状が強い時は水道の水で洗って冷やし、早めに皮膚科に受診しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 


